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    平山 博久 弁護士 

等
に
係
る
労
災
保
険
給
付
の

支
給
決
定
事
案
の
被
災
労
働

者
に
つ
い
て
、
①
１
ヶ
月
あ
た

り
８
０
時
間
を
超
え
る
時
間

外
・
休
日
労
働
が
認
め
ら
れ
、

か
つ
②
労
働
時
間
関
係
違
反

の
是
正
勧
告
又
は
労
働
時
間

に
関
す
る
指
導
を
受
け
て
い

る
。 

 
 

・
上
記
と
同
程
度
に
重
大
・
悪
質

で
あ
る
労
働
時
間
関
係
違
反

等
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
労

働
基
準
監
督
署
署
長
が
企
業

幹
部
に
対
し
是
正
指
導
、
勧
告

を
行
い
、
こ
の
指
導
後
も
な
お

違
法
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場

合
に
は
、
労
働
局
長
が
経
営
ト

ッ
プ
に
対
し
是
正
を
図
る
よ

う
指
導
を
行
い
、
自
主
改
善
や

啓
発
、
再
発
防
止
を
図
る
目
的

で
企
業
名
を
公
表
す
る
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２ 

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
平
成
２

て
の
議
案
は
補
強
さ
れ
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

監
視
・
密
告
社
会
を
作
り
、
労
働
運

動
の
破
壊
に
つ
な
が
る
「
共
謀
罪
」
創

設
に
反
対
し
、
憲
法
を
守
り
、
生
か
す

こ
と
を
求
め
る
特
別
決
議
（
案
）
を
満

場
の
拍
手
で
確
認
し
た
の
ち
に
、
江
口

議
長
の
音
頭
で
団
結
頑
張
ろ
う
を
行

い
閉
会
し
ま
し
た
。 
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５
月
２
７
日
１
３
時
３
０
分
か
ら

福
岡
市
の
九
州
ビ
ル
会
議
室
で
、
福
岡

県
労
連
第
６
８
回
評
議
員
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。 

評
議
員
会
は
、
２
０
１
７
年
春
闘
の

総
括
、
こ
れ
か
ら
の
た
た
か
い
（
夏
季

闘
争
）
、
共
謀
罪
成
立
阻
止
に
向
け
た

た
た
か
い
、
第
３
四
半
期
の
会
計
報
告

な
ど
を
議
題
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

１
３
人
の
評
議
員
の
発
言
で
、
す
べ

１ 

厚
生
労
働
省
は
、
違
法
な
長
時
間

労
働
を
減
ら
す
た
め
、
平
成
２
９
年
１

月
２
０
日
付
で
「
違
法
な
長
時
間
労
働

や
過
労
死
等
が
複
数
の
事
業
上
で
認

め
ら
れ
た
企
業
の
経
営
ト
ッ
プ
に
対

す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
等
に
よ
る

指
導
の
実
施
及
び
企
業
名
の
公
表
に

つ
い
て
」
と
い
う
通
達
を
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
労
働
時
間
関
係
法
違
反

の
企
業
名
公
表
の
基
準
を
「
月
１
０
０

時
間
を
超
え
る
違
法
残
業
」
か
ら
「
月

８
０
時
間
を
超
え
る
違
法
残
業
」
に
緩

和
し
、
行
政
指
導
の
段
階
で
企
業
名
等

を
公
表
し
や
す
く
す
る
も
の
で
す
。 

 

こ
の
通
達
で
は
、
複
数
の
事
業
所
を

持
つ
社
会
的
に
影
響
力
の
大
き
な
企

業
に
つ
い
て
、
１
年
程
度
の
期
間
に
２

か
所
以
上
の
事
業
所
で
、 

 
 

・
監
督
指
導
に
お
い
て
、
１
事
業

場
で
１
０
人
以
上
又
は
当
該

事
業
場
の
４
分
の
１
以
上
の

労
働
者
に
つ
い
て
、
①
１
ヶ
月

あ
た
り
８
０
時
間
を
超
え
る

時
間
外
・
休
日
労
働
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
、
か
つ
、
②
労
働
時

間
関
係
法
違
反
（
労
働
時
間
、

休
日
労
働
、
割
増
賃
金
の
違

反
）
で
あ
る
と
し
て
是
正
勧
告

を
受
け
て
い
る 

 
 

・
監
督
指
導
に
お
い
て
、
過
労
死

９
年
５
月
１
０
日
、
厚
生
労
働
省
の
Ｈ

Ｐ
上
で
、
労
働
基
準
関
係
法
令
違
反
の

疑
い
で
送
検
・
公
表
し
た
事
案
や
、
上

記
平
成
２
９
年
１
月
２
０
日
通
達
の

基
準
を
充
た
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
全

国
３
３
４
件
の
企
業
名
等
が
一
斉
公

開
さ
れ
ま
し
た
。 
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今
後
は
、
毎
月
の
情
報
更
新
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
公
表
さ
れ
た
内
容

は
、
企
業
名
・
所
在
地
の
み
な
ら
ず
、

違
反
法
条
や
事
案
概
要
に
及
ん
で
お

り
、
そ
の
企
業
が
ど
ん
な
違
法
行
為
を

行
っ
た
か
が
分
か
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
企
業
名
公
表
期
間
は
１
年
間

で
、
期
間
内
に
是
正
・
改
善
が
確
認
さ

れ
た
企
業
は
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
削
除
さ
れ
ま

す
。 ３ 

企
業
名
を
公
表
さ
れ
る
と
企

業
に
と
っ
て
は
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
と

な
る
た
め
、
違
法
企
業
に
対
す
る
事
実

上
の
制
裁
と
な
り
、
違
法
行
為
の
抑
止

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
企
業
体
質
に
関
す
る
労
働
者
の

情
報
共
有
ツ
ー
ル
と
し
て
も
利
用
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

江口県労連議長の音頭で 
元気一杯がんばろう 

「

原

発

な

く

そ

う
！
九
州
玄
海
訴
訟

北
九
州
地
域
原
告
団
」

は
、
６
月
１
０
日
（
土
）

１
３
時
か
ら
ウ
エ
ル

と
ば
た
多
目
的
ホ
ー

ル
で
、
大
島
堅
一
龍
谷

大
学
教
授
を
招
い
て

学
習
会
が
開
か
れ
、
原

告
な
ど
１
２
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

「
火
力
や
水
力
な

ど
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
比
べ
原
子
力
は
コ

ス
ト
が
安
い
？
」
「
福

島
や
原
発
の
廃
炉
費

用
を
国
民
負
担
に
す

る
」
「
使
用
済
み
核
燃

料
の
最
終
処
分
に
関

す
る
費
用
は
？
」
「
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
決

し
て
高
く
は
な
い
。
」

「
原
発
は
リ
ス
ク
が

多
く
、
決
し
て
安
く
は

な
い
。
」
な
ど
、
わ
か

り
や
す
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

http://www.mhlw.go.jp/kinkyu/dl/170510-01.pdf
http://www.mhlw.go.jp/kinkyu/dl/170510-01.pdf
http://www.mhlw.go.jp/kinkyu/dl/170510-01.pdf
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第
７
１
回
評
議
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た 

共
謀
罪
廃
止
の
た
た
か
い
に
全
力
を
！ 
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雨
あ
が
り 

 

今
年
は
「
資
本
論
」
第
１
刊
刊
行
１

５
０
年
、
来
年
は
マ
ル
ク
ス
誕
生
２
０

０
年
と
い
う
。
学
習
協
の
先
輩
か
ら
雑

誌
「
経
済
」
の
特
集
号
を
勧
め
ら
れ
た
。 

そ
う
い
え
ば
書
棚
に
「
資
本
論
」
の

解
説
書
や
「
資
本
論
」
が
い
く
つ
か
あ

っ
た
と
思
い
見
て
み
る
と
な
ん
と

次
々
に
出
て
き
た
。
「
資
本
論
」
と
今

日
の
時
代
、
マ
ル
ク
ス
と
「
資
本
論
」
・

全
３
巻
、
「
資
本
論
」
は
ど
の
よ
う
に

し
て
形
成
さ
れ
た
か
、
「
資
本
論
」
全

三
部
を
読
む
・
全
７
分
冊
。
い
ず
れ
も

不
破
哲
三
著
で
し
た
。
「
資
本
論
」
も

マ
ル
ク
ス
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
・
５
分

冊
、
長
谷
部
文
雄
訳
著
第
１
巻
、
宮
川 

実
訳
の
学
習
版
「
資
本
論
」
も
出
て
き

た
。
こ
ん
な
に
沢
山
出
て
き
た
が
、
本

当
に
読
ん
で
い
る
の
か
と
思
い
、
ペ
ー

ジ
を
繰
っ
て
み
た
。
な
ん
と
赤
の
傍
線

が
引
い
て
あ
っ
た
り
、
読
ん
だ
日
付
が

書
き
込
ま
れ
て
い
た
り
し
て
い
る
。 

「
資
本
論
」
は
棒
読
み
で
７
か
月
近

く
か
か
っ
て
い
た
。
退
職
後
の
暇
な
時

だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
２
度
ほ
ど
積
読
し

て
い
ま
し
た
。
資
本
論
は
経
済
、
哲
学

を
現
在
社
会
に
適
応
し
た
現
在
の
バ

イ
ブ
ル
と
呼
ば
れ
て
も
い
ま
す
が
「
論

語
読
み
の
論
語
知
ら
ず
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
中
身
は
よ
く
解
り
ま
せ
ん
。 

最
近
の
経
済
、
政
治
情
勢
か
ら
も
う

一
度
資
本
論
を
と
マ
ル
ク
ス
人
気
と

と
も
に
読
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
何
し
ろ
年
で
す
か
ら
ね
。 

な
ん
で
も
年
の
せ
い
。 

 
 

（
和
） 

第
７
１
回
評
議
員
会
が
６
月
９
日
１
８
時
３
０
分
か
ら
、
戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
開
催
の
評
議
員
会
は
、
９
月
１
０
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い
る
第
２
９
回
定
期
大
会
準
備
の
た
め
に
役
員
検
討
委

員
会
な
ど
各
種
委
員
会
の
設
置
、
役
員
定
数
の
確
認
と
併
せ
、
２
０
１
７
年
春
闘
の
総
括
、
夏
季
闘
争
方
針
の
確
認
、
第

３
四
半
期
収
支
報
告
、
２
０
１
６
年
度
決
算
見
込
み
、
２
０
１
７
年
度
暫
定
予
算
（
案
）
な
ど
の
財
政
議
案
に
つ
い
て
、

協
議
・
確
認
す
る
極
め
て
重
要
な
機
関
会
議
で
す
。 

評
議
員
会
に
は
、
加
盟
組
合
か
ら
選
出
さ
れ
た
評
議
員
、
役
員
、
来
賓
な
ど
４
７
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
来
賓
に
は
前

田
憲
徳
弁
護
士
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。 
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評
議
員
会
は
、
佐
野
副
議
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
議
長
団
を
選
出

し
た
後
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

永
冨
議
長
は
、
「
来
週
に
で
も
共
謀
罪

を
」
強
行
採
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
安

倍
暴
走
政
権
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
自
民

公
明
維
新
な
ど
を
少
数
に
追
込
む
為

に
、
地
区
労
連
は
野
党
共
闘
前
進
の

為
、
全
力
を
尽
く
そ
う
」
と
述
べ
ま
し

た
。
前
田
弁
護
士
は
「
極
め
て
重
要
な

局
面
に
な
っ
た
共
謀
罪
の
廃
案
を
求

め
る
た
た
か
い
に
つ
い
て
、
６
月
１
４

日
に
小
倉
駅
前
広
場
で
廃
案
を
め
ざ

す
集
会
を
開
き
ま
す
。
多
く
の
組
合
員

の
参
加
を
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

議
案
の
提
案
は
、
１
号
議
案
「
２
０

１
７
年
春
闘
総
括
」、
４
号
議
案
「
夏

季
闘
争
と
当
面
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
道
下
事
務
局
長
が
提
案
し
、
２
号
議

案
「
２
０
１
６
年
第
３
四
半
期
決
算
報

告
」、
３
号
議
案
「
２
０
１
６
年
決
算

見
込
み
」
、
５
号
議
案
「
２
０
１
７
年

暫
定
予
算
」
に
つ
い
て
堀
田
副
議
長
が

提
案
し
、
質
疑
討
論
に
入
り
ま
し
た
。

地
域
ユ
ニ
オ
ン
澤
山
評
議
員
が
裁
判

の
経
過
に
つ
い
て
、
学
嘱
労
津
留
評
議

員
が
給
食
嘱
託
職
員
の
雇
用
に
つ
い

て
、
市
職
労
懸
谷
評
議
員
が
学
校
給
食

民
営
化
に
つ
い
て
、
地
区
国
公
仙
道
幹

事
が
国
家
公
務
員
の
退
職
金
削
減
な

ど
に
つ
い
て
、
福
建
労
久
保
評
議
員
が

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
に
つ
い
て
発

言
し
ま
し
た
。 

す
べ
て
の
議
案
は
満
場
の
拍
手
で

採
択
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

中
山
副
議
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
永
冨
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

評
議
員
定
数
は
５
６
で
、
成
立
は
３

８
人
の
出
席
で
す
。
今
回
も
出
席
評
議

員
数
は
２
７
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
次
回
の
第
７
２
回
評
議
員
で
は
実

出
席
数
で
３
８
人
を
上
回
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。 

 

評議員会は永冨地区労連議長のあいさつで始まりました 

議案提案を熱心に聞き入る評議員 



                              

                              

                             

                             

                             

学
嘱
労
組
合
員
は
「
雇
い
止
め
反

対
」
と
雇
用
の
継
続
を
求
め
て
毎
年
運

動
を
積
み
重
ね
、
昨
年
秋
に
は
、
教
育

委
員
会
か
ら
４
時
間
パ
ー
ト
の
雇
用

を
１
年
引
き
延
ば
す
事
を
勝
ち
取
り
、

２
９
年
度
か
ら
も
学
校
給
食
職
場
で

頑
張
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
教

育
委
員
会
は
特
別
支
援
校
７
校
を
の

ぞ
く
全
て
の
一
般
校
を
全
面
委
託
す

る
方
針
は
変
え
て
い
ま
せ
ん
。 

民
間
委
託
校
で
は
働
く
従
事
員
の

労
働
条
件
が
悪
い
た
め
、
人
の
入
れ
替

わ
り
が
多
く
、
大
量
調
理
の
技
術
や
衛

生
管
理
が
身
に
つ
か
ず
色
々
な
問
題

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
も

こ
の
こ
と
は
認
め
検
証
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
発
言
し
て
い
ま
す
。 

直
営
校
は
も
う
２
１
校
（
特
支
７
校

を
含
む
）
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
何

 

切
実
な
労
働
相
談
が
増
え
て
い
ま
す 

納
得
で
き
る
解
決
で
、
笑
顔
で
感
謝
！
感
謝
！ 

こ
れ
ま
で
地
区
労
連
は
、
様
ざ
ま

な
労
働
問
題
を
解
決
し
て
き
ま
し
た

が
、
た
た
か
い
の
結
果
が
完
全
に
負

け
た
（
何
も
成
果
が
無
か
っ
た
）
事

案
は
、
こ
こ
６
年
間
に
は
１
件
し
か

な
い
と
い
う
こ
と
は
評
価
で
き
る
事

実
だ
と
思
い
ま
す
。 

つ
ま
り
必
ず
あ
る
程
度
の
成
果
を

勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。 

 

５
月
は
５
月
末
あ
る
い
は
６
月
初

旬
を
も
っ
て
解
雇
（
雇
止
め
）
を
す

る
と
い
う
事
案
が
立
て
続
け
に
４
件

も
あ
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
使
用

者
の
身
勝
手
と
い
う
か
、
遵
法
意
識

の
欠
如
を
い
う
か
、
使
用
者
の
モ
ラ

ル
ハ
ザ
ー
ド
が
激
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。 

 

最
近
の
相
談
事
例
で
は
、
① 

シ

ニ
ア
フ
イ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
業
績

悪
化
に
よ
る
整
理
解
雇
さ
れ
た
女
性

労
働
者 

② 

介
護
施
設
の
事
務
員

が
入
職
１
９
日
で
不
眠
症
を
申
告
し

な
か
っ
た
と
い
っ
て
解
雇
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
や
パ
ワ
ハ

ラ
で
う
つ
病
に
罹
患
し
た
ケ
ー
ス
も
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北
九
州
地
区
労
連
の
お
お
き
な
取
り
組
み
の
一
つ
に
労
働
相
談
が
あ
り
ま

す
。
地
区
労
連
の
労
働
相
談
の
大
き
な
特
徴
は
、
電
話
・
メ
ー
ル
で
の
相
談
で

も
そ
の
場
で
ア
ド
バ
イ
ス
、
解
決
す
る
の
で
な
く
、
実
際
に
面
談
し
事
実
を
詳

細
に
分
析
し
、
問
題
の
本
質
、
法
的
な
問
題
、
相
談
者
が
ど
う
し
た
い
の
か
を

聞
き
取
り
、
最
善
の
方
法
で
解
決
を
め
ざ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
の
場
合
の
最
善
の
方
法
と
は
、
団
体
交
渉
や
弁
護
士
に
依
頼
し
て
の
労
働

審
判
、
訴
訟
で
す
。 

 

三菱ケミカル物流の上司によるいじ
め・パワハラとたたかう友田さん 

が
問
題
な
の
か
早
急
に
検
証
し
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
学
校
給
食
が
全
て
民
間
委

託
で
良
い
の
か
、
考
え
る
べ
き
で
す
。 

一
度
民
間
委
託
に
な
れ
ば
元
に
戻

す
こ
と
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
出
来

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
今
残
っ
て
い

る
直
営
校
の
民
間
委
託
を
中
断
し
て

見
直
す
事
を
も
と
め
て
、
学
嘱
労
は
２

万
の
署
名
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

学
嘱
労
も
参
加
し
て
い
る
「
子
ど
も

達
に
あ
た
た
か
い
学
校
給
食
を
届
け

る
会
」
で
は
直
営
校
の
存
続
と
給
食
費

の
無
償
化
な
ど
を
求
め
て
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。 

学
嘱
労
の
署
名
と
あ
わ
せ
て
「
届
け

る
会
」
の
署
名
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

数
多
く
あ
り
ま
す
。
相
談
者
か
ら
の

相
談
は
必
ず
来
局
し
て
い
た
だ
き
面

談
で
詳
細
に
聞
き
取
り
、
要
求
と
し

て
ま
と
め
会
社
と
交
渉
を
行
っ
て
解

決
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

 

労
働
者
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、

一
人
で
も
入
れ
る
労
働
組
合
、
北
九

州
地
域
一
般
や
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
、
建
交

労
、
自
治
労
連
公
務
公
共
一
般
の
な

ど
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
北
九
州
地
区
労
連
は
今
後
も

労
働
相
談
か
ら
の
組
織
化
も
含
め
、

各
加
盟
組
合
と
連
携
し
て
た
た
か
い

を
す
す
め
ま
す
。 
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共
謀
罪
法
案
は
、
自
・
公
・
維
に
よ

る
国
政
史
上
類
を
見
な
い
異
常
な
手

段
で
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。 

激
し
い
怒
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
暴
挙
を
行
う
「
自
公
政

権
に
鉄
槌
を
く
だ
し
た
い
。」「
共
謀
罪

の
廃
止
を
め
ざ
し
引
き
続
き
頑
張
ら

な
け
れ
ば
。
」
と
、
６
月
１
４
日
１
８

時
、
北
九
州
憲
法
協
同
セ
ン
タ
ー
と
平

和
を
あ
き
ら
め
な
い
北
九
州
ネ
ッ
ト

の
緊
急
呼
び
か
け
で
、
こ
の
日
に
強
行

採
決
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
予
測

さ
れ
た
、
共
謀
罪
（
組
織
的
犯
罪
処
罰

法
改
正
案
・「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
法
案
）

の
強
行
採
決
を
阻
止
す
る
た
め
、
緊
急

に
開
か
れ
た
集
会
は
、
緊
急
の
呼
び
か

け
で
し
た
が
１
５
０
人
を
超
え
る
労

働
者
、
弁
護
士
、
学
者
、
女
性
な
ど
が

参
加
し
怒
り
に
燃
え
る
集
会
と
な
り
、

司
会
を
北
九
州
地
区
労
連
の
道
下
事

務
局
長
が
務
め
ま
し
た
。 

こ
の
共
謀
罪
法
は
、
日
本
の
刑
法
の

基
本
原
則
（
実
行
行
為
や
結
果
を
処
罰

す
る
）
を
無
視
し
、
国
民
の
内
心
を
盗

聴
・
密
告
な
ど
で
探
り
出
し
て
処
罰
で

き
る
と
い
う
、
憲
法
違
反
の
法
律
で

す
。
政
府
は
一
般
人
に
は
適
用
さ
れ
な

い
な
ど
と
最
初
は
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、
国
会
で
の
追
及
が
進
む
に
つ
れ
、

ど
ん
な
組
織
が
犯
罪
組
織
な
の
か
が

あ
い
ま
い
で
、
一
般
人
で
も
捜
査
機
関

の
判
断
で
適
用
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
法

律
は
も
と
も
と
国
際
的
な
犯
罪
組
織

（
マ
フ
ィ
ア
な
ど
）
の
取
り
締
ま
り
の

た
め
の
条
約
締
結
に
必
要
だ
と
政
府

は
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
お

お
ウ
ソ
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
集
会
で
は
、
自

由
法
曹
団
、
北
九
州
市
民
の
会
、
新
婦

人
の
会
、
年
金
者
組
合
、
国
民
救
援
会
、

門
司
地
区
労
な
ど
１
０
団
体
か
ら
発

言
・
訴
え
が
あ
り
、
北
九
州
地
区
労
連

永
冨
議
長
も
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

加
計
学
園
問
題
な
ど
で
追
い
詰
め

ら
れ
た
安
倍
政
権
は
、
１
４
日
深
夜
か

ら
の
参
議
院
法
務
委
員
会
で
の
採
決

を
省
略
し
、
中
間
報
告
」
を
参
議
院
本

会
議
で
行
う
と
い
う
「
禁
じ
手
」
を
使

っ
て
、
１
５
日
早
朝
に
強
行
採
決
を
し

ま
し
た
。
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
北
九

州
ネ
ッ
ト
は
、
安
倍
政
権
の
前
例
を
無

視
す
る
異
常
な
手
段
で
の
強
行
採
決

に
抗
議
し
、
廃
止
を
求
め
る
緊
急
集
会

を
６
月
１
５
日
１
８
時
か
ら
小
倉
駅

前
広
場
で
開
き
、
１
０
０
人
を
超
え
る

労
働
者
・
市
民
が
結
集
し
て
安
倍
政
権

の
不
法
不
当
な
や
り
方
に
抗
議
し
共

謀
罪
の
廃
止
を
求
め
ま
し
た
。
参
加
し

て
い
た
、
弁
護
士
、
労
働
者
、
教
員
、

政
治
家
、
市
民
な
ど
が
次
々
と
マ
イ
ク

を
握
り
、
「
共
謀
罪
法
案
の
危
険
性
」

「
強
行
採
決
の
異
常
さ
」
な
ど
を
訴

                            

 

 

 

 

美味しいそうなサクランボ   

派遣期間制限「撤廃」狭まる正社員の道 

「雇用調整容易」経済界は歓迎 
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顔なしも、共謀罪反対のチラシを配布 

市民団体もたくさん参加しアピール 

え
、
引
き
続
き
廃
止
に
向
け
た
た
た
か

い
の
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。 

最
後
に
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
の
本
村
委

員
長
の
「
野
党
共
闘
で
断
固
安
倍
政
権

を
た
お
そ
う
」
と
呼
び
か
け
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

こ
の
共
謀
罪
の
公
布
は
６
月
２
１

日
、
施
行
は
７
月
１
１
日
と
い
う
異
例

の
速
さ
で
す
。
７
月
１
１
日
か
ら
先
は

国
民
の
内
心
の
処
罰
が
合
法
化
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
民
主
主
義
の
破
壊
で
あ
り

絶
対
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
す
み
や
か

に
廃
止
に
追
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
法
律
を
廃
止
に
追
込
む
為

に
は
、
野
党
と
市
民
が
協
力
し
て
総
選

挙
で
勝
利
し
て
自
民
公
明
と
そ
の
補
完

勢
力
を
少
数
派
に
追
込
む
し
か
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
区
労
連
は
共
謀
罪
を

廃
止
に
追
込
む
為
の
、
野
党
共
闘
を
大

き
く
前
進
さ
せ
る
た
た
か
い
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

道下事務局長の首に大きな手錠がみえます 

共謀罪反対！ チラシ配布も元気一杯 


